
小学校教員養成における音楽科の授業動画制作で培われる資質・能力
―新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う遠隔授業での附属小との連携による試み―

₁　はじめに

新型コロナウイルス感染症拡大により、2020年₄
月から、国内の多くの大学は対面授業を実施すること
が困難な状況となった。文部科学省が全国の国公私立
大学、高等専門学校1066校に実施した調査によると、
2020年₆月₁日時点で遠隔授業のみ実施している大学
等が60.1%、対面（面接）授業と遠隔授業が併用されて
いる大学等は30.2%、合わせて₉割以上が遠隔授業を
実施している（文部科学省 2020a）。また、朝日新聞
社と河合塾が全国の国公私立大学を対象に行った調査
では、2020年₇月上旬時、全授業の₈割以上を遠隔で
行っている大学が、全体の約₇割を占めたことが明ら

かとなっている（朝日新聞社・河合塾 2020）。
宮城教育大学では４月は休校、₅月の連休明けか

ら、当分の間遠隔授業を実施することとなった。筆者
は遠隔授業の経験が皆無なだけでなく、ICT 機器の扱
いが決して得意とはいえない。それゆえ、この状況下
で学生たちの学びを保障するために、大学の推奨する
Google Forms, Google Classroom, Google Drive, Google 
Meet、YouTube 等をどのように紐づけたらよいのか、
さらに、遠隔授業で出来ること、出来ないことを確認
するための試行錯誤に多くの時間を要した注1）。

遠隔授業の実施方法を模索するうちに、対面授業の
内容をそのまま遠隔授業に置き換えて実施するという
発想自体に無理があることに気づいた。対面授業を前
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るのかを知ること、この状況下で児童の学びを止めな
いために方法を模索している柔軟な発想力に触れるこ
とは、学生らにとって、まさに今だからできる学びで
あろう。また、休業期間中の子どもたちに、どのよう
な学びを提供できるのかを考え、可能な方法を自ら探
索することは、教員になるために欠かせない資質・能
力の育成に繋がると考える。さらに、GIGA スクール
構想が前倒しされ、急速な環境整備が進む現在、ICT
を効果的に使いこなせる教員の育成も必須である。

そこで、本授業では、附属小教員によって制作され
た授業動画及び、その制作過程を参考にしながら、₄
名から₆名の班ごとの遠隔による音楽科の授業動画制
作を最終課題とすることにした。

本稿では、対面授業での授業開発及び模擬授業では
なく、遠隔授業における音楽科の授業動画制作におい
て、学生たちが教員になるための資質・能力の育成に
結びつくためのどのような学びを得たのか、学生らが
制作した授業動画及び感想の分析を通して明らかにす
ることを目的とする。

₂　臨時休業期間における附属小の取り組み

臨時休業期間中における附属小の取り組みについ
て、特に授業動画配信を中心に表₁注3）にまとめた。

2020年₂月27日、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、政府から一斉休業の要請があり、翌週₃月
₂日から、附属小は臨時休業となった。その後、臨時
休業期間が何度も延長され、全学年登校が再開された
のは₆月₂日である。

授業動画配信に関しては、₄月13日の段階で遠隔授
業の実施を検討、₂日後の15日から授業動画の制作を
開始した。附属小教員らで共有した動画による授業づ
くりの基本的な考え方は、以下の通りである。
◦普段の本校の授業（45分で₁時間）をベースとする
（但し₁動画の長さは、10分以内を目安とする）。

◦発問や板書など、日頃大事にしている手立てを変わ
らず大事にする。

◦ノートを活用し、子供の学習の記録が残るようにする。
◦対面授業時から実施していた「本質に迫る授業」の

実現を通して、子どもたちの「主体的・対話的で深
い学び」を目指す。
そして、４月23日に授業動画の配信「Ⅰ期（₄月23

提とした活動を基に授業内容を考えてしまうと、合唱
ができない、リコーダーも吹けないなど、不可能なこ
とばかりとなってしまう。

しかし一方で、遠隔授業だからこその良さもある。
たとえば、YouTube に動画をアップロードすれば、
繰り返し視聴でき、各自のペースで進めることが可能
となる。また Zoom のブレイクアウトルーム機能を使
えば、教室内でのグループディスカッションのような
周囲の話し声がなく、対話に集中できる。

筆者が担当する「音楽科教育法（初等）」は、小学
校教員養成の必修授業であり、例年₁クラス約50 ～
80名ほどの学生が履修する。その学生らが一斉に歌う
ことはおろか、教室内でいわゆる三密状態を回避する
ことは難しく、もし新型コロナウイルスの感染状況に
応じて、段階的に対面授業を再開する時期がきたとし
ても、本授業をすぐに対面授業で実施することは厳し
いことが容易に予想できた。例年の対面での本授業で
は、複数名による班ごとで授業開発を行い、授業者以
外の学生が児童になりきっての模擬授業を行っていた
が、この状況下で実施することは不可能となった。

すなわち、このコロナ禍で筆者が求められているの
は、「遠隔授業で使えるツールを最大限に活用しなが
ら、学生らが、将来小学校教員として音楽の授業を行
うために必要な資質・能力を身につけるための内容を
保障する」という発想の転換であった。

一方、宮城教育大学附属小学校（以下、附属小と略
記）では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
の休業期間中の₄月半ばから、教員が授業動画を制作
し、ほぼ毎日それらを児童に向けて配信した。全国的
に紙媒体を中心に対応していた小学校が多い中、かな
り先駆的な試みといえよう注2）。

しかも附属小の授業動画は、学習活動が停滞しない
ためというだけでなく、たとえば、入学式すら執り行
われていない₁年生には、教員の自己紹介や学校案内
であったり、児童の運動不足を解消するために、体育
部の教員がオリジナルの体操を考え、全教員が参加し
た動画であったり、教員らの児童に対しての教育的配
慮に満ちた動画であった。

筆者が担当する「音楽科教育法（初等）」の履修者
は、学部₂年生が中心であり、₃年次には附属小での
教育実習を経験する。コロナ禍で、自分たちの実習校
である附属小の教員らがどのような取り組みをしてい
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Ⅱ期においては、教科の枠を広げ（音楽科も含む）、
全校音楽（歌唱）、全校体育（運動）、朝会など、授業
以外の教育活動に関する動画の制作・配信も追加され
た。子供の振り返りについては、授業で使用したノー
トを登校日に回収し、子どもの取り組みを担任が確認
することに加えて、Google Forms を用いて子どもの
感想や質問を集約した。それに対して教員は、ブロ
グや電話を活用したフィードバックも行った。また、
DVD と共に、端末（iPad）の貸出を開始した。Ⅱ期
の動画配信は、学校再開の前週まで継続された。

さらに、対面授業の再開準備と並行しながら、今
後の新型コロナウイルスの拡大状況により、再び休業
にせざるをえなくなった際への対策も行っている。た
とえば、表１に示したとおり、大学との連携で各児童
に１アカウントずつ配布し、Google Meet を活用した
双方向コミュニケーションの試行を₅月末に行ってい
る。

₃　�本授業での小学校音楽科の授業動画制作
の概要

本年度前期「音楽科教育法（初等）」の履修者は、
小学校教員養成課程（教育学、特別支援教育を専門と
するコースの学生）の学部２年生が45名、中等教員養
成課程に所属し、副免許として小学校教員免許を取得
予定の₂ ～ ₄年生₅名、計50名であった。
「音楽科教育法（初等）」における、授業動画制作の

過程を表₂に示す。なお、授業では、音楽科教育の歴
史、歌唱の発達と「音痴」克服、対話型鑑賞を用いた
音楽科の授業実践、その他の内容も扱ったが、ここで
は割愛する。

遠隔授業を実施するにあたり、対面授業と比較し
て、言語・非言語コミュニケーションの情報量が著し
く減少することが懸念された。そこで、① Zoom のブ
レイクアウトルーム機能を用いて、当日の授業内容に
関して、基本的には毎回異なるメンバーでのディス
カッションを行う、②グループの代表者が主な意見
を紹介し、クラス全体で共有する、③さらに、授業
の最後にその日の課題や感想などを、各自が Google 
Forms から記入する、④ ③のコメントについては、
次週の冒頭で筆者が学生全員に紹介しながら、学生の
質問に答え、随時筆者の感想や追加情報などを伝える
ことを、毎時間行った。

日～ ₅月₁日）」を開始した。Ⅰ期では、₁日に₃ま
たは₄授業（教科は国語・社会・算数・理科・生活科
に限定）、₁年生向けのスタート・カリキュラム授業
を実施した。同時に通信環境や受信機器が備わってな
い家庭へのサポートとして DVD の貸出も開始した。

その後、Google Forms を活用した遠隔授業の家庭
向けアンケートを実施し、子どもの取り組みや家庭の
通信回線の状況の把握、今後の改善策などの検討を
行った上で、授業動画の配信「Ⅱ期（₅月13日～ ₅月
29日）」を開始した。

表₁　附属小の休業期間中における
　　　　　　授業動画配信を中心とした取り組み

2020年
₂月27日 【内閣総理大臣の臨時休業要請】

₃月₂日 【臨時休業開始】

₄月₆日 Google Meet の操作確認

₄月13日 遠隔授業の実施の検討を開始

₄月14日 研究部会にて遠隔授業の実施の詳細を検討
（骨子決定）

₄月15日 動画配信による授業の実施を決定、授業づ
くり開始

₄月23日

Google Drive を活用した動画配信による授
業【Ⅰ期】（4.23 ～ 5.1）開始
アクセスの集中により配信を中断、原因・
改善策の調査

₄月24日

動画配信の方法の変更を決定（YouTube の
限定公開、URL の秘匿）
YouTube の活用による方法で動画配信によ
る授業再開

₅月₁日
研 究 部 会 に て 遠 隔 授 業 の 改 善 策 を 検 討
Google Forms を活用した遠隔授業の家庭向
けアンケート実施

₅月₈日 遠隔授業の家庭向けアンケート集計結果配信

₅月13日

YouTube を活用した動画配信による授業
【Ⅱ期】（5.13 ～ 5.29）開始
授業動画サイト「MAES 授業動画」の開設（週
予定・授業動画・資料・振り返り・フィー
ドバックの一括管理・提示）
Google Forms を活用した学習の振り返りの
集約開始、児童用 Google アカウントの取得
に向けた作業を開始

₅月14日
【宮城県の緊急事態宣言解除】児童用 Google 
アカウントの配付、家庭での端末の準備・
設定

₅月22日 Google Meet を活用した双方向コミュニケー
ション試行的実施

₆月₁日 学校再開

₆月₂日 全学年登校
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動画中で用いている《おなかの体操》は、附属小の
児童が、毎日朝の会で歌っている発声練習の歌であ
る。₁学年の担任教員全員で《セブン ステップス》
をリズミカルに踊りながら、歌う。　

◦「音楽：動きながら楽しく歌おう」
配信日：₅月25日
動画の長さ：₉分₈秒
概要：₁学年を対象に₁学年担任教員らが制作、出
演している。《おなかの体操》《おつかいありさん》
に加え、《チェッ チェッ コリ》では、歌いながらの
身体表現を行うが、徐々に音楽のテンポが速くなっ
たり、動作が複雑になったりと、段階的に動きが難
しくなる。

◦「楽しく絵をかこう」
配信日：₅月14日
動画の長さ：①₉分56秒、②₃分24秒
概要：₂学年の図工担当教員が制作した「デッサン」
を扱った授業。導入にミケランジェロの絵を用いる
など、デッサンの世界に引き込まれる。説明の際に
手元を拡大して撮影するなど、カメラのアングル等
にも工夫がなされ、児童がひとりで自宅にある素材
を用いて描ける工夫が随所になされている。

₆月₈日、受講学生らは、臨時休業期間における
取組一覧（宮城教育大学附属小学校 2020a）、附属小
の授業動画制作の過程をまとめた「動画配信による授
業の実施フローチャート」（宮城教育大学附属小学校 
2020b）の資料を参照しながら、上記の授業動画を各
自視聴した。その後、本授業内でグループディスカッ
ションを行った。

全学生が Google Forms から記入した視聴後の感想
は、附属小と共有した。身近な附属小の教員らが、果
敢に取り組む姿への感動や尊敬の気持ちを記す感想が
多くみられた。学生の質問、感想に対しての附属小教
員からのコメントは、翌週₆月15日の授業冒頭で学生
らに伝えた。

₃.₂　音楽科の授業動画制作に向けて
₆月22日の講義において、授業動画制作の方法につ

いての説明を行った。概要は以下のとおりである。
₁）  �附属小の授業動画及び制作に関連する資料を参考

にする（附属小の授業動画については、YouTube

₃.₁　附属小授業動画の視聴
₅月27日、本授業受講学生の動画視聴の方法につい

て、附属小と協議を行った注4）。学生が視聴する授業
動画は、以下の₅本にすることとした。

◦「附属小エクサティブ」
配信日：₅月19日
動画の長さ：₄分40秒
概要：全校児童を対象に、休業期間中に附属小体育
部の教員らが考案したオリジナルの体操。宮城県を
拠点に活動する音楽グループの曲にのせて、附属小
教員総出演で体操を行っている。撮影にはドローン
も用いた。

◦「自己紹介」
配信日：₄月23日
動画の長さ：₈分22秒
概要：対象は₁学年。₁学年担任教員らが初期に制
作した動画。会うことのできない児童らに対して、
教員が自己紹介をしながら、ゆっくりと語り掛けて
いる。

◦「音楽：楽しく歌おう」
配信日：₅月14日
動画の長さ：11分59秒
概要：₁学年を対象に₁学年担任教員が制作した。

表₂　本授業での音楽科授業動画制作の過程

2020年
₆月₈日

附属小授業動画視聴とそれに関するディス
カッション

₆月15日 学 生 の 感 想 に 対 す る 附 属 小 教 員 か ら の
フィードバック

₆月22日 授業内容の検討、制作の方法等についての
説明と班ごとのディスカッション

₆月29日
仙台教育事務所指導主事による、コロナ禍
での活動も含めた音楽科の現状についての
講義

（₇月₁日） 附属小オンラインによる教員対象研修会「子
どもの学びを止めない」（希望学生が参加）

₇月₆日 附属小研修会に参加しての感想の共有、各
班で制作作業

₇月13日 中間発表：各班によるプレゼンと感想の共有

₇月20日 各班で制作作業

（₇月24日） 授業動画提出〆切

₇月27日 全班の授業動画の視聴、附属小教員による
講評とディスカッション（自己・他者評価）
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の動きを実際にやってみる（筋緊張緩和と身体表現
技能の習得）。

◦音楽を楽しみながら身体表現ができるようになる。
制作した動画の長さ：₇分00秒
動画制作で使用した ICT 機器：スマートフォン（i 

Phone）
動画制作で使用したソフト・アプリ：VLLO、
　MIXCHANNEL、PicPlayPost
字幕作成に用いたアプリ、サイト等：VLLO
授業動画の概要：発達障害教育コースの学生₅名が自
身らの専門性を活かして制作した動画である。各活動
における音源は、₅名が各自で歌いながら踊り、ビデ
オ撮影したものを編集した《とんくるりん ぱんくる
りん》を用いている（図₁参照）。教員の動きを一例と
して示し、最終的には各児童が歌いながら、自分の身
体表現を行うことを目的としている。

Ａ班が作成した指導案（略案）からは、たとえば、 
「言語性短期記憶のある児童に配慮しながら、視覚的
にわかりやすいように題材名をタブレットで示す」、

「動くものに目が行くことを利用して編集で動きもあ
るものも使う。身振り手振りや朗らかな表情を通して
子どもたちの興味を画面に向かせる」、「簡単バージョ
ンの身体の動きの復習（座りながら）」（図₂参照）と

「難しいバージョンの身体の動きの復習」（図₃参照）
の活動では、「視聴する児童が一つの画面に集中でき
るように一人の先生を映す」など、動画全体を通して、
視聴する児童への配慮がなされている。

また、「児童がこの動画を見てやりたい動きを見つ
けてくれることを重視するなど、一人ずつ見る際に
は巻き戻してみるように保護者などに伝えておく（オ
ンデマンド方式を活用する）。対面授業であれば、子
どもたちの動きに先生側があわせることをしたい。今

で常に視聴できる状態にした）。
₂）  �題材は、①₁学年の「せんりつでよびかけあおう」

から《やまびこごっこ》、②２学年の「せいかつの
中にある音を楽しもう」、③₃学年の歌唱共通教
材《うさぎ》、④ その他（特別な配慮を必要とす
る児童への音楽科の授業、音楽科と他教科との教
科横断的内容など）から選ぶ注5）。

₃）  �指導案（略案）を作成する。ワークシートなどの
資料を作成し、添付することも可能。

₄）  動画について
◦動画の長さは₇ ～ 10分にする。
◦大学キャンパスへの入構が禁止されている状況

を鑑み、班員が集まって打ち合わせ、撮影など
は行わず、遠隔でのやり取りで進める注6）。

◦動画には字幕もしくは、それと同等以上の情報保
障を工夫する注7）。

₄　遠隔で学生が制作した音楽科の授業動画

班ごとに制作された授業動画10本については、全受
講生と附属小教員が視聴した。₇月28日の授業では、
授業を視聴しての感想を共有し、動画を視聴した附属
小教員もオンライン授業に参加し、視聴しての講評を
学生たちに伝える機会を持った。

各班が制作した授業動画の中から、ここでは、₂本
の授業動画について、班員が制作した学習指導案（略
案）を基に紹介する。

₄.₁　Ａ班「身体表現を通して音楽を楽しもう」　
対象学年：知的障害のある小学₃・₄学年
題材の目標：
◦教員と一緒に音楽活動をする楽しさを感じる。
◦音楽表現を楽しむために必要な身体表現の技能を身

につける。
◦障害による筋緊張、発音の不明瞭さ等個々の苦手部

分の改善・克服や、自分のできる範囲を理解する（自
分理解）。（自立活動と合わせた指導）

本時（₄時間構成の第₄時）のねらい：
◦《とんくるりん　ぱんくるりん》を用いて、歌と身

体表現を行い、映像の中の教員らと合わせられるよ
うになる。

◦自分のできる動きを自分で理解し（自分理解）、そ 図₁　₅名で踊りながら歌う

小学校教員養成における音楽科の授業動画制作で培われる資質・能力

- 165 -



回はオンデマンドでそれができないため、配慮として
様々な動きを児童に提示し、その中から児童が選んで
自分の身体表現ができるようにした」など、対面授業
での活用も念頭に置きつつ、授業動画を制作している
ことが分かる。

さらに、保護者の協力を得て動画を送信してもらう
設定にしており、その理由として、「①先生が児童の
様子を確認するため、②学校再開後の朝の会に活用す
るための材料とするため（後々の復習につかう）」と
記している。

₄.₂　Ｂ班「せいかつの中にある音を楽しもう」
対象学年：小学₂学年
題材の目標：身の回りにあふれている音の存在を認知

し、表現できるようになる
本時（₃時間構成の第₂時）のねらい：表現の多様性

への理解や想像力を活かして、自身を表現できるよ
うになる

制作した動画の長さ：₉分00秒
動画制作で使用した ICT 機器：パソコン（Windows）、 
　スマートフォン（iPhone）
動画制作で使用したソフト・アプリ：iMovie、

　PicPiayPost、Phonto
字幕作成に用いたアプリ、サイト等：YouTube
授業動画の概要：₅名で制作された本授業動画は、遠
隔で撮影されたにもかかわらず、₂名が対話している
ように編集されている（図₄参照）。また、「ペットボ
トルに音を集める」という想定で、ペットボトルをバ
トンとしてタイムワープしているかのごとく演出がさ
れ、テンポよく授業が展開する。

それぞれの教員が、家の中の音を探す場面では、視
聴している児童が一緒に音を探す感覚が持てるアング
ルで撮影された（図₅参照）。その際、生活音（例えば
炊飯器の蓋を閉める音）を聴かせた直後に「カチャ」
などの擬音を発するという一連の動きが、動画を視聴
していてストレスなく、聴取と表現の活動がスムーズ
に繋がっている。「『上手く表現できなかった、忘れ
ちゃったっていう人は動画を止めてもう一度確認して
みよう』と声がけをして、自発的な学習を促す」、「教
員が提示する例を参考に、これから自分が声で表現す
る題材を決定」する活動では「児童が理解しているか
いないか随時確認していくことが難しいため、場面例
をいくつか提示する」など、動画を視聴している児童
の認識に目が向けられている。
「順序を提示してその通りに進めることで完成に導

くワークシート」の作成、活用も行っている（図₆参
照）。ワークシートは、「絵で表すことを対面授業で
の発表活動と置き換える」ことを意識したものであ
り、「友達や家族に発表してどの場面か当ててもらお
う」と書き添えてあり、家庭内で共有することも想定
している。さらに「第₁時の復習かつ発展の役割を担
い、また、第₃時（最終時間）でのまとめ（動画制作）
の発表原稿」となることも目的であり、実際に Google 
Forms の提出フォーム（図₇参照）を作成し、「スキャ
ンや画像で教員に送ることが可能であれば実行し、次
回の授業で共有する」設定とした。

図₃　全身を使って歌いながら踊る

図₂　座って歌いながら踊る
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図₄　₂名で対話しながら進行する

図₅　自宅の台所で水の音を見つける場面

図₆　動画視聴しながら用いるワークシート

図₇　ワークシートの提出先（Google Forms）

₄.₃　授業動画を制作しての感想
₁）授業動画制作、全班の授業動画を互いに視聴した
後の、Ａ班、Ｂ班の学生（計10名）の授業動画制作を
通しての感想を表₃に示す。
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表₃．音楽科の授業動画を制作しての感想　＊文頭のアルファベットは班を示す。太字は筆者による。
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₂）本授業の最終回に、「本授業はすべて遠隔（オンラ
イン、オンデマンド）で行われました。現在のあなた
自身の率直な感想に一番近いものはどれですか？　₁
つ選んで下さい」という質問を、Google Forms を用
いて受講者全員に行ったところ、有効回答48名中（受
講者50名）、「遠隔授業の方が自分にとっては良かった
と思う」が22.9%（11名）、「遠隔授業でも良いかなと思
う」が64.6％（31名）、「対面授業の方が自分にとって
は良かったと思う」が10.4%（５名）、「その他」が2.0%

（１名：「遠隔授業にも対面授業にも良さがあるのでど
ちらでもよい」）という結果となった。

₅　考　察

学生が制作した授業動画には、附属小の授業動画の
視聴が大きく影響していると考えられる。たとえば、
附属小の動画による授業づくりの基本的な考え方、附
属小の授業動画にみられた特徴（通常の授業でも活用
できる内容となっている、画面の前の子どもたちに話
しかけ、子どもが返答する間を取る、学年全員の教員
が全員で歌う・身体表現をする、焦点を当てて見てほ
しい場面を拡大して撮影する他）は、本稿で対象とし
た₂つの動画にも多々活かされている。また、附属小
の授業動画視聴後の感想では、教員の表情、動作につ
いて着目した感想も多くみられたのだが、そのモデル
を視聴していたことが、自身の動画を見たときに（意
識的であれ、無意識的であれ）、自身の表現に着目す
ることに繋がりやすかったと考えられる。さらに、動
画制作後、附属小の教員に自身が制作した動画につい
て評価してもらったことで、授業づくりに必要な要素
や、動画を視聴する子どもたちの取り組みのイメージ
化について、考えを深めることに繋がった。

以下に、学生が制作した音楽科の授業動画及び感想
からみえる、本課題の遂行を通して得た学び、ひいて
は将来教員として必要な資質・能力に繋がると考えら
れる要素を挙げる。

第一に、児童が視聴することを想定し、児童の反応
を想像しながら授業を組み立てていることである。オ
ンデマンドの動画による授業では、対面授業のような
児童の瞬時の反応は一切ない。カメラに向かって話し
かけても、児童の反応がない中で展開していくことの
難しさを、学生たちも実感している。しかしながら、

筆者が昨年度までの対面授業で実施してきた、班ごと
による授業開発及び模擬授業と比較すると、例年と同
様、もしくはそれ以上に、児童の認識に着目して授業
が構成されている。

対面での模擬授業での難しさとして、まだ教育実習
を経験していない学部₂年の大学生には、授業観察な
どの経験が少ないこともあり、模擬授業で、児童の反
応を想像し、児童になりきることが難しいことが挙げ
られる。その結果、児童役の学生たちの反応が中途半
端で、ある意味学生同士のなれ合い的な雰囲気にもな
り得る。

オンデマンドの授業動画では、児童の反応が一切な
いからこそ、制作する際に、児童の認識や反応を想定
することに、より注意を向けることになるのではない
だろうか。表₃の感想からも分かるように、本授業履
修生の多くは、教科問わず授業づくりの経験が初めて
の学生であり、現時点では、対面時の模擬授業との比
較をすることは難しい。しかし、結果的には、動画を
視聴する児童を意識し、その児童の認識に目を向け、
配慮の行き届いた内容となっている。

第二に、授業者である自分自身を客観的に捉えてい
る。表₃から分かるように、Ａ班、Ｂ班の学生の多く
が、自身の発声、表情、動作などを客観的に見ようと
している。模擬授業に限らず、ピアノなどの実技の授
業でも同様であるが、対面授業において、自分自身の
演奏をスマホ等で撮影し、奏でた音色や姿勢などを客
観視することを推奨しても、学生から「何度も録画し、
確認した」という話はあまり聞かない。このように自
分自身を敢えて動画で撮影したり、動画を見直したり
することに躊躇する傾向は少なからずみうけられる。

しかし、複数名が協力しての動画制作では、何度
も見直すことが可能となり、「録画したからには、よ
り良いものを創りたい（残したい）」という意志も生
まれるであろう。さらに今回は、制作した動画を、附
属小の教員及び全受講者が視聴することが事前に周知
されていた。他者から評価されることについては対面
での模擬授業と同じであるが、録画してアップロード
すれば、何度も繰り返し視聴できる状態となる。それ
らの要因が重なり、自分自身を客観視せざるを得ない
状況を創り出したのであろう。そして、学生が自身の
表現に向き合い（向き合わざるをえない状態となり）、
結果的に彼らの表現力向上に繋がっている。
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と考えられる。これまで経験したことのない状況に突
然置かれたことによる教育現場の混乱は、教員を目指
す学生たちにとっては、決して他人事ではなかったは
ずである。奈須（2020）が「学びは常に具体的な文脈
や状況の中で生じている」と指摘しているように、「自
分自身がこの状況下で教員だったら、子どもたちにど
のようなことができるのか」を考えることこそが、今
まさに現実に感じている文脈と結びつく学びであった
といえよう。

表₃の記述からは、当初は授業動画を制作すること
に不安のあった学生が少なくなかったこと、しかし、
自身も大学に通学できない状況下で、複数名の仲間と
協働しながら創造力を働かせ、動画撮影、編集のため
に無料のアプリを柔軟に使いこなし、授業動画を制作
していくプロセスを経て得たものを、本人たちが実感
している様子がうかがえる。

₆　おわりに

本授業でのアンケートでは、「遠隔授業でも良いか
なと思う」「遠隔授業の方が自分にとっては良かった
と思う」と回答した学生が、「対面授業の方が自分に
とっては良かったと思う」よりも圧倒的に多かった。
遠隔授業を開始した₅月には全く想像できなかった結
果である。斎藤（2020）が、オンラインの画面について、

「距離感がなくフラット化された分だけ、発言の平等
性が担保されるかもしれない」と指摘しているように、
周囲からの同調圧力を感じないことを理由として書い
ている学生もいた。また Zoom を用いたグループディ
スカッションが、対面時のそれよりも話しやすいと言
う学生も多くみられた。

対面とは異なる緊張感の中で、学生、教員が協力し
ての本授業での学びを、アフターコロナにおける授業
に於いても活かしていきたいと考える。

謝辞

本授業において、全面的なご協力下さった宮城教育
大学附属小学校の先生方、そして、本授業での活動及
び感想を含めて掲載することを快諾してくれたＡ班、
Ｂ班の学生を含む2020年度前期「音楽科教育法（初等）
b」受講生の皆さんに、心から感謝申し上げます。

第三に、対面でも遠隔でも必要な内容について、限
られた環境下であっても、ICT を中心としたツール
を駆使することにより、対面時と同等、それ以上の効
果的な授業場面をつくっている。

たとえば斉唱は、対面授業であれば、その場で班員
が一緒に歌うことで実施できる。しかし、表₃の A1
の記述から分かるように、遠隔での多重録音では、最
終的にタイミングが合うことを想定しての伴奏の録
音、各自の録音、さらに編集など、膨大な時間がかか
る。しかし一方で、本人たちが何度も録画し直せるこ
とから、納得のゆく動画素材を完成させることができ
る。何より、出来上がった動画（音源）を繰り返し使
うことが可能となる。実際Ａ班は、₇分の動画中の異
なる場面で、自分たちの制作した多重録音の音源を₄
度効果的に使用している。

また、Ｂ班のワークシートや児童に動画を提出させ
る内容からは、瞬時に教員との共有ができずとも、家
族との共有を促す発想が学生に生まれていることが分
かる。

さらに、A2は「遠隔授業では対面していない分、
分かりやすいような工夫を沢山考えましたが、これは
対面授業であっても同じことだと感じました」、A4は

「知的障害児に対する情報保障や分かりやすさを意識
したのですが、結果的にはだれにでもわかりやすく編
集できた」と記述している。このことからは、学生が、
授業動画のみに留まらず、対面授業や対象が異なる指
導への応用についても意識できているといえるであろ
う。

第四に、遠隔で複数名で制作することにより、班員
とのコミュニケーションの取り方を意識化できた。

本課題では、学生たちは、打ち合わせを対面で実
施することができなかった。しかし、表₃の感想から
は、遠隔のコミュニケーションで、対面時のような雰
囲気やその場の空気感を感じることが難しいことに気
づき、その違いに苦慮しながらも、仲間とのコミュニ
ケーションにおいて大切に思うことや、仕事の分担等
についても意識できていることが興味深い。

第五に、学校休業時における遠隔授業を、自分事と
して考えられるようになった。

緊急事態宣言が出された後、具体的にどのように対
応するかは各小学校、各地方自治体に委ねられた。そ
の結果、地域間、学校間による格差がかなり生まれた
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注
₁）筆者にとっての大きなハードルの一つは、遠隔授業で音楽を

共有するための方法を模索しなければならなかったことであ
る。対面時には当たり前のようにできていたことができない
ことが分かった。たとえば、オンラインでは、対面時のよう
にリアルタイムで同時に歌うことは、ほぼ不可能である。学
生たちが同時に発声したとしても、それをすべて同時には出
力できず、斉唱、合唱を行うことが難しい。それ以上に、か
なりのタイムラグが起きてしまい、たとえばオンライン上で
学生が歌うのに合わせて、教員が首を振ったとしても、学生
が視聴する画面では半拍ずれるなどしてしまう。また、プロ
ジェクターで投影した動画を学生たちが視聴し、その後に再
びその動画について話す、というようなごく普通の流れが、
オンラインでは難しい。動画、音の共有は可能であるものの、
動画がスムーズに再生されなかったり、画面と音のタイミン
グがずれてしまったりする。原因は、Wi-Fi の通信環境、一
度にアクセスする学生の数などが考えられるそうだが、何度
試してもスムーズに再生されることの方が少なく、授業内で
活用することは諦めた。動画は事前に YouTube に限定公開、
もしくは非公開の限定（受講生のアカウントからのみ視聴で
きる）でアップロードし、学生たちが直接アクセスする形に
して、できるだけ安定した状態で視聴できるように心がけた。
なお、オンラインでの双方向のやり取りでは、学内の許可を
得た上で、Zoom を用いることとした。

₂）ちなみに、文部科学省が全国の公立小学校を対象に行った調
査（文部科学省 2020b）によると、臨時休業期間中に「学校が
課した家庭における学習の内容」として、同時双方向型オン
ライン指導を実施したのは₈％であるが、「学校独自で動画制
作した」は選択肢にない。宮城教育大学附属小は国立である
ので回答は行っていないが、「その他」の２％に該当する。

₃）宮城教育大学附属小学校（2020a）「新型コロナウイルス感染
症拡大予防のための臨時休業期間における本校の取組（₅月
末まで）― 先が見通せないときでも 子供の学びを ―」を基
に作成。

₄）附属小の授業動画配信は、基本的に附属小の児童、本学の教
員に限って公開されていた。そのため、本授業では、附属小
の授業動画を YouTube の非公開（の限定公開）でアップロー
ドし、さらにそれらを再生リストとしてまとめた URL は限
定公開の設定にし、₂重のセキュリティーをかけた。また、
聴覚に障害のある受講生への情報保障として、すべての動画
に字幕を付けた。

₅）教科書は、附属小で採用している教育芸術社の『小学生のお
んがく（音楽）』を用いた。

₆）具体的には、メール、もしくは Google Drive に共有ドライブ
を作成し、その中でファイルのやり取りする、打ち合わせに
は、Google Meet や Zoom を用いる、試作動画等は YouTube
に限定公開でアップロードするなどを例示した。

₇）字幕は動画を視聴する児童に対してではなく、聴覚に障害の
ある受講生のためのものである。なお、字幕の付け方につい
ては、動画編集ソフト、YouTube 上で字幕をつけられること
などを例示した。
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